
盛岡市教育研究所研究指定 中間発表

思考を深め ともに学び合う児童の育成
ー自らの学びをつなげる協働的な課題解決を目指してー

盛岡市立向中野小学校
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思考を深め ともに学び合う児童の育成

－自らの学びをつなげる協働的な課題解決を目指して－

国語 算数 特別支援教育
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Ⅰ 研究主題及び副主題

１ 研究主題

思考を深め ともに学び合う児童の育成

２ 副主題
自らの学びをつなげる協働的な課題解決を目指して
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Ⅱ 研究主題及び副主題設定の理由

１ 今日的に求められる教育の課題から

●様々な問題に自ら立ち向かい、他者と協働して課題解決する力

●知識や情報を活用しながら自分の考えを形成、想像する力

自らの既得の知識、学びを関連付けながら協働的に課題解決をする力の育成
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Ⅱ 研究主題及び副主題設定の理由
２ 本校の学校教育目標の具体化から

●「夢」「努力」「優しさ」で笑顔あふれる未来を拓く子

● 具体的な目指す子ども像

考える子（知）

やさしい子（徳）

たくましい子（体）

課題意識をもち、互いにつながりながら学びに向かう力の育成
自らの学びを自覚し、その学びを活用しながら新たに学びを深める力の育成
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Ⅱ 研究主題及び副主題設定の理由

３ 児童の実態と研究の経緯から

●令和3年度から・・・「見方・考え方」を働かせ筋道立てて考え表現

課題解決に向け、見通しをもって取り組む児童 81％（目標85％）

●令和６年度から・・・既得の知識をメタ認知し、自ら活用し、協働的

に課題解決

課題解決に向け、見通しをもって取り組む児童 85％（キャリアアンケート）

→協働的な学びを大切に
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Ⅲ 研究目標

●既得の知識や技能を自覚し、関係付け

たり活用したりしながら課題解決し、

新しい学びを習得していく力を育て

る学習指導の在り方について授業実

践を通して明らかにする。
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Ⅳ 目指す学びの姿

●教科特有の「見方・考え方」を働かせ、

既得の知識や技能を活用しながら課題

解決する。

●協働的な学習活動を通して、互いの

考えのよさを自己の学びに生かす。

8



Ⅴ 研究内容

（１）既得の知識や思考方法とのつながりを明らかにし、適切な活動を設定した単元構
想をすること
ア 教科特有の「見方・考え方」を明らかにし、単元や学年のつながりを意識した
言語活動・数学的な活動を設定する（視点①）

イ 単元の導入や振り返りにおいて、既得の知識や思考方法の活用をメタ認知す
る場面を設ける（視点②）

ウ 単元を通して自己の学びを見通し、目的をもちながら学ぶための手立てを講じ
る（視点②）

単元構想イメージ

1次 ２次 ３次習得見通す

適切な言語活動・数学的な活動 （視点①）

習熟・活用

イ既習のメタ認知
ウ自己の学び・目的

自己の力のメタ認知・目的意識（視点②）

ア「見方・考え方」を明らかにし、知識や
思考方法を意識しながらの学び

イ身に付けた力のメタ認知

次の単元・他領域・他教科への活用（視点②）
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Ⅴ 研究内容

単位時間構想イメージ

（２）単位時間において、思考を促し学びを深めるための手立てを検討すること
ア 単位時間の導入や振り返りにおいて、既得の知識や思考方法の活用を見通した
り見つめたりする場を設定する （視点②）

イ 他と関わりながら協働的に思考する交流活動を設定する （視点③）
ウ 思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考表現等、手立てを工夫する

（視点③）
エ 学びをメタ認知し、有用感を実感する振り返りを設定する （視点②）

導入 展開 終末

・協働的に思考する交流活動の設定（視点③）
・ICTや思考ツールの活用、思考表現の工夫等の手立て（視点③）

ア既習・思考のメタ認知 イウ主体的で対話的な深い学び
エ身に付けた力のメタ認知

自己の力のメタ認知・目的意識（視点②） 次時・他教科・日常への活用（視点②） 10



課題に対するメタ認知

〇既得の力や課題に対するメタ認知
・知識・経験：何を知ってい
るか
・思考方法：どのように学ぶ
か・有効な思考方法
・目的：何を学ぶか
・振り返り：何を学んだか

課題解決

学びのメタ認知

〇協働的な学び
・メタ認知した力の主体的な
活用

・思考ツール
・思考表現
・自分や他者の考え

★新たな知識・技能
★汎用的能力

〇他教科
〇他領域
〇日常生活

習得・活用

Ⅴ 研究内容
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Ⅵ 研究方法

１授業実践研究
・国語科・算数科・特別支援教育に分かれ、教材研究や研究授
業における研究授業事前・事後研究会等で研究協議を行う。

２ 理論研究
・先進校の授業公開、文献等から学んだことを共有する。
・実践資料や理論資料を収集し、活用する。
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非認知能力

自己肯
定感 意欲

メタ認
知

レジリ
エンス

キャリア教育 教科学習

非認知能
力

認知能力

主体的に学び
に向かう力

思考力・記憶力
等

協働的に作用

Ⅶ 研究の実際
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視点①教科特有の「見方・考え方」を明らかにし、単元や学
年のつながりを意識した言語活動・数学的な活動

単元や学年のつな
がりや「見方・考
え方」を指導案上
に位置付けた
例【4年 算数】

Ⅶ 研究の実際（単元）
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視点②単元の導入や振り返りにおいて、既得の知識や
思考方法の活用をメタ認知する場面を設ける

Ⅶ 研究の実際（単元）

物語での思考方法や解決の視点 説明的文章での思考方法や解決の視点

単元導入時のメタ認知例
【2年 国語】

前単元、前学年で身に
付けた力を意識し、本単
元でどの力が活用できる
かメタ認知した。このつ
ながりを教材研究で指導
者側が把握し、子どもた
ちと共有した。

15



視点②単元の導入や振り返りにおいて、既得の知識や
思考方法の活用をメタ認知する場面を設ける

Ⅶ 研究の実際（単元）

単元導入時のメタ認知例
【５年 算数】

前単元、前学年で身に
付けた力を意識し、本単
元でどの力が活用できる
かメタ認知した。このつ
ながりをロイロノートで
子どもたちと共有した。
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Ⅶ 研究の実際（単元）

視点②単元の導入や振り返りにおいて、既得の知識や
思考方法の活用をメタ認知する場面を設ける

振り返りでも、自分が活
用した力や、単元の中で身
に付けた力について視点を
与えてメタ認知できるよう
にした。
例【2年 国語】
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Ⅶ 研究の実際（単元）

視点②単元の導入や振り返りにおいて、既得の知識や
思考方法の活用をメタ認知する場面を設ける

単位時間の振り返りをロイロ
ノートに蓄積することで、既得の
知識や思考方法と関連させて自分
の学びの深まりをメタ認知できる
ようにした。
例【６年 算数】
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Ⅶ 研究の実際（単元）

視点②単元を通して自己の学びを見通し、目的をもち
ながら学ぶための手立てを講じる

研究掲示の文章に関心をもつこと
で、学習する単元を読み取ることの
目的につなげた。既得の知識や技能
を教室に掲示し、自己の学びを見通
す手立てとした。
例【１年 国語】
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Ⅶ 研究の実際（単元）

視点②単元を通して自己の学びを見通し、目的をもち
ながら学ぶための手立てを講じる

日頃、自分が作文の文章組立や
表現の言葉を使うことに課題をも
ち、作文の力を伸ばしたいという
願いから、児童と共に単元を設定
し、計画を立てることで、自己の
学びを見通す手立てとした。
例【特別支援教育 自立活動】

表現の言葉や文章の組立につい
て昨年度学んだ既得の知識である
語彙表や助詞などを掲示し、力の
メタ認知にもつなげた。 20



Ⅶ 研究の実際（単元）

視点②単元を通して自己の学びを見通し、目的をもち
ながら学ぶための手立てを講じる

自分達が栽培し収穫した野菜を
使ってカフェを開くという子ども
たちの願いを学ぶ目的につなげた。
カレンダーにカフェ開店までの計
画を教室に掲示し、自己の学びを
見通す手立てとした。
例【特別支援教育 生活単元】

21



Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点②・単位時間の導入や振り返りにおいて、既得の知識や思
考方法の活用をメタ認知できるようにする
・学びをメタ認知し、有用感を実感する振り返りを設定
する

単位時間の導入で、前時までの
学びを既得の知識として掲示した
り、学び方や学んだことについて
の振り返りを共有したりして、メ
タ認知できるようにした。
例【２年 算数】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点②・単位時間の導入や振り返りにおいて、既得の知識や思
考方法の活用をメタ認知できるようにする

思考方法と思考例、思考
に合うツール例を表にして
各教室に掲示し、学びの中
で活用できるようにした。

【全校】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点②学びをメタ認知し、有用感を実感する振り返りを
設定する

視点に合わせて、学びの中で活用した思考
方法のよさや友達との考えの交流などのよさ、
学んだことや生かしたいことを意識的に振り
返った。
例【２年 算数】

・学び方のよさ
・今日学んだこと
・生かしたいこと
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点②学びをメタ認知し、有用感を実感する振り返りを
設定する

解決方法や思考方法のよさ、交流す
ることのよさにふれた振り返り
例【１年 国語・算数】【6年 算数】

1年国語

1年算数

６年算数
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点②学びをメタ認知し、有用感を実感する振り返りを
設定する

各児童が本時頑張りたいことに視点を当て
て見取り合い、よさにふれた振り返りを行う
ことで、自分の学びをメタ認知した。

例【特別支援教育 生活単元】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③他と関わりながら協働的に思考する交流活動を
設定する

自分で問題を解決す

る場面で、他と自由に
考えを交流し、自分の
考えに生かす活動を設
定した。
例【４年 算数】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③他と関わりながら協働的に思考する交流活動を
設定する

自分の考えを付箋に

書き、グループで交流
しながら思考する活動
を設定した。
例【６年 国語】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③他と関わりながら協働的に思考する交流活動を
設定する

活動するグループと見取る

グループに分け、互いのよさ
やアドバイスを共有する活動
を設定した。
例【特別支援教育 生活単元】

見取るときの観

点は、児童が毎時間
「本時がんばりたい
こと」として設定し
てある項目とも関係
付けた。

29



Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考
表現等、手立てを工夫する

思考ツールを使用し、読み取ったことを分類したり、

グループで考えをまとめたりした。
例【６年 国語】 30



Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考
表現等、手立てを工夫する

ICTを活用し、自分の立場や考えを視覚化したり、

考えを説明するときの手立てにしたりした。
例【2年 算数】【3年 国語】

２年算数

３年国語
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考
表現等、手立てを工夫する

思考する場面で

活用するキャラク
ターと思考するとき
の表現【全校】
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Ⅶ 研究の実際（単位時間）

視点③思考方法に合わせた思考ツールやICTの活用・思考
表現等、手立てを工夫する

思考方法や思考表現を示し、児

童が考えをもったり交流したりす
る場面での手立てとした。
例【６年 算数】
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Ⅶ 研究の実際（日常・指導者の学び共有）

●各部会で作成した系統表や語彙を増やす取組の共有

教科書に掲載されている「学習

に用いる言葉」を学年毎の一覧に
し、全職員で共有した。【国語】

全校児
童に配付
して活用
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Ⅶ 研究の実際（日常・指導者の学び共有）

●各部会で作成した系統表や語彙を増やす取組の共有

教科書、指導要領に掲載されて

いる「算数用語・記号」を学年毎
の一覧にし、全職員で共有した。
【算数】
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Ⅶ 研究の実際（日常・指導者の学び共有）

●各部会で作成した系統表や語彙を増やす取組の共有

本校で実践して効果の認められ

る自立活動を一覧にし、全職員で
共有した。【特別支援教育】
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Ⅷ 成果と課題

●成果

・各部会毎に、学びの系統を見通した表を作成し、意
識して取り組むことができた。（特別支援教育は自
立活動）

・児童の実態に合わせて既得の知識や技能、思考方法
をメタ認知し、協働的に学ぶ手立てに取り組むこと
ができた。

・ICTの活用を主に見通しをもつ場面や振り返りの場面
で行う実践が増えた。
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Ⅷ 成果と課題

●課題

・まだ受け身の児童が多い。主体的に自分の学びを進
める手立てのさらなる模索

・協働的に学ぶ場面での互いの考えを生かした思考

・ICTの効果的活用の模索
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盛岡市立向中野小学校

和衷協同
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